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海洋プラスチックごみ問題②

海洋プラスチックごみ流出量 (2010年推計値)

(単位: 百万トン /年)

(注) 割合は流出量（推計）の中央値で計算。

(注)人口，経済規模等のデータからの推計。

（出典） Jambeck et al. : Plastic waste inputs from land into the ocean, 

Science (2015)
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先進国だけの努力で解決できるものではなく，途上国を含
む世界全体で対処する必要がある。



「G20海洋プラスチックごみ対策実施枠組」（Ｇ20大阪首脳宣言）

「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」（Ｇ20大阪首脳宣言）

G20大阪サミット(令和元年6月28，29日，議長：安倍総理)において，共通の世界の

ビジョンとして，２０５０年までに海洋プラスチックごみによる追加的な汚染をゼロに
まで削減することを目指す，「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」を共有。

今後，G20以外の国際社会の他のメンバーにも，このビジョンを共有するよう呼び
かける。

「G20海洋プラスチックごみ対策実施枠組」を，G20首脳としても支持。

G20における成果

◆「G20海洋プラスチックごみ対策実施枠組」（Ｇ２０軽井沢関係閣僚級会合（令和元年6月15,16日）にて採択）

 適正な廃棄物管理，海洋プラスチックごみの回収，革新的な解決策（イノベーション）の展開，各国の能力強化の
ための国際協力等による，包括的なライフサイクルアプローチを推進。

 Ｇ20各国は，海洋プラスチックごみに関して自主的に実施する政策，計画，措置等の情報について，継続的に共有
・更新。

【持続可能な成長のためのエネルギー転換と地球環境に関する関係閣僚会合】 【G20大阪サミット】
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「海洋プラスチックごみが，国際的に大きな課題となってい
ます。大阪サミットにおいて，新たな汚染を2050年までに
ゼロすることを目指す，新しいビジョンを共有いたしまし
た。その実現に向けた具体的な実施枠組みにも，Ｇ20とし
て合意しました。新興国も含めた世界全体での取り組み
を，日本として，これからも，後押ししてまいります。」

「海洋プラスチックごみも，一部の国だけでは解決できな
い課題です。そうした中でＧ20が結束して，新たな汚染を
2050年までにゼロにすることを目指す「大阪・ブルー・
オーシャン・ビジョン」を共有できたことは，この問題の解
決に大きな一歩であると考えています。その実現に向け
た具体的実施の枠組みでも合意しました。我が国は，こ
れまでの技術や経験をフル活用し，途上国の廃棄物管
理や人材育成支援を行い，世界の取り組みに日本らしい
貢献をしてまいります。」

G20議長国会見における安倍総理発言(抜粋)

所信表明演説における安倍総理発言(抜粋)

（令和元年6月29日）

（令和元年10月4日）

【参考】海洋プラスチックごみ問題に関する安倍総理発言
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２．二国間ODAや国際機関経由の支援の例

３．日本企業・NGO・地方自治体の国際展開の例

©JICA ©JICA©JICA

「MARINE」と総称

１. 「マリーン（MARINE）・イニシアティブ」

覆土によるごみの飛散流出を防止ごみ収集車の提供

廃棄物発電施設 海洋生分解性プラスチック紙製バリア包装材

大阪ブルー・オーシャン・ビジョン実現のための「マリーン(MARINE)・イニシアティブ」

最終処分場の整備のための技術協力

イノベーション：Innovation

（途上国の）能力強化：Empowerment

廃棄物管理：Management

 (海洋ごみの)回収：Recovery
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地域漁業管理機関(RFMO)のIUU漁船リストの船舶例
南極海洋生物資源保存委員会HPより
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ＩＵＵ漁業①

１ IUU漁業

 Illegal(違法)

 Unreported(無報告)

 Unregulated(無規制)

２ 主なIUU漁業対策

 入港の拒否，港の使用の拒否，船舶の

検査(違法漁業防止寄港国措置協定)

 トレーサビリティの確保
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ＩＵＵ漁業②

３ G20大阪首脳宣言パラ４０

 違法・無報告・無規制(IUU)漁業は，世界の多くの地域において，引き続き

海洋の持続可能性にとって深刻な脅威となっているため，我々は，海洋資

源の持続的な利用を確保し，生物多様性を含め，海洋環境を保全するため

に，IUU漁業に対処する重要性を認識しIUU漁業を終わらせるという我々の

コミットメントを再確認する。



持続可能な海洋経済の構築に向けたハイレベル・パネル①
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• ノルウェーが主導して立ち上げ。
• 我が国をはじめ主要な海洋国家の首脳に
よって構成。

• 令和2年6月にリスボンで開催される「国連
海洋会議」に合わせて勧告を出す予定。
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持続可能な海洋経済の構築に向けたハイレベル・パネル②

Contribution of Ocean-based Mitigation Options to Closing the Emissions Gap in 2050
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持続可能な海洋経済の構築に向けたハイレベル・パネル③


